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技術・家庭科（技術分野） Bエネルギー変換に関する技術 学習日：  月   日（  ） 

製品を分解して構造を調べよう 

目標：製品の分解を通して製品のデザイン基準を知る 

□ サイクロン式掃除機の分解をしよう 

１．これまで使われていた紙パック式掃除機の課題は何だろう。 

 ①．         

 ②．         

２．掃除機内に吸い込まれた空気の流れとゴミの動きを調べよう。 

 空気はどのように流れていくのでしょうか。 

サイクロンパート下部        サイクロンパート上部 

 

 

 

 

 

 

 掃除機内に吸い込まれたゴミはどのようにたまっていくのでしょうか 

 

 

３．分解した部品から製品の仕様についてグループで考えよう。 

①“２つのフィルタ”はなぜ必要なのか 

サイクロンパートについているフィルタの役割 ボディパートについているフィルタの役割 

  

②クリアビンはなぜ透明なのだろうか ③モータのまわりの白いカバーはなぜ必要なのか 

  

 

４．製品の分解・組立を通して，製品がどのような考えで設計されているのか考えよう。 

 

 

 

 



実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 この授業では掃除機モデルの分解・組立の学習

を通して，「掃除機の吸引力を持続したい」という

問題点をサイクロン技術によって解決する過程で

の，開発者が設計に込めた意図について考えさせ

た。ここでは，掃除機の目的である吸引力などの機

能面に視点を向けるだけでなく，使用者の安全や

騒音などの環境負荷に配慮し，経済性を考慮する

など様々な設計要素から開発されていることに気

づかせるねらいがある。また，このような製品の開

発・設計には，その後に学習する「技術の仕組み」

や「科学的な原理・法則」に関わる知識及び技能が

必要であることを気づかせようとした。 

 

２．研究協議より 

・生徒がそれぞれの部品について，機能面からだけでなく，事故や故障を防ぐための安全性，

周辺の騒音や排気する空気などの環境負荷などの様々な観点から製品を評価することがで

きていた。 

・普段使用しているものを実際に分解する活動は生徒たちにも意欲が沸きやすく，スライド

資料を提示しながら順序立てて作業することにより，効率よく分解・組立ができていた。 

・ものの仕組みを科学的な根拠をもとに説明されているだけでなく，生徒が実際の製品を使

用することで確認でき，その場で学習したことを確認できていた。 

・４人に１台ではなく，できるのであれば２人に１台にすればより充実すると思う。 

・分解に時間がとられてしまったが，考える時間が多くなれば生徒ももっと多くのことを想

定できたと思う。 

・ものづくり＝製作というイメージが強く表に出やすいが，実際は設計があって製作で包括

的な意味での「ものづくり」を生徒も体験を通じて実感できたのではないか。 

 

３．成果 

ダイソンエンジニアリングボックスを利用することにより，生徒にも身近に感じること

のできる掃除機モデルを簡単に分解することができた。実際の製品に使われている部品を

観察し，技術の仕組みを調べることにより，生徒の興味・関心を持たせながら，問題解決の

工夫を読み取ることができた。 

図１：ダイソンエンジニアリングボックス 

一般財団法人 ジェームズダイソン財団 

図２：サイクロンパートの分解例 


